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当協会は、2022 年 8 月 30 日の自己
評 価 に 基 づ く IATA の 審 査 を 経 て、
2022 年 9 月 30 日 に「IATA CBTA 
Provider」として認定されました。

日本においては、10 月 1 日現在、当
協会を含め 3 つの教育機関が認定され
ています。

尚、当協会が実施する 2023 年からの
危険物取扱に関する教育訓練につきま
しては、追って詳細をご案内いたします。

（国際教育委員会）

IATA CBTA ProviderIATA CBTA ProviderIATA CBTA Provider
として認定として認定として認定

JAFA-BIAC共同研究会では10月13日、
「2022 年度成田空港地区貨物施設見学会」
を開催しました。同研究会は毎年、航空
貨物の梱包の重要性や実際のフローを中
心に、荷主企業を対象に見学会を開催して
おります。コロナ感染拡大の影響で 3 年ぶ
りの開催で 27 名が参加。株式会社 ANA 
Cargo の貨物機と輸出上屋の見学、成田
国際空港株式会社（NAA）による座学を
通じて、理解を深め、参加者からは、パレッ
トへの積み付け、実際の航空機への積み
込み方などの質問が活発になされました。

NAA による座学では、「成田国際空港
における国際航空貨物の現状について」

をテーマに担当者がご説明。同空港の上
屋や周辺の物流施設の現状、貨物取扱実
績の推移などについて講義を受けました。

午後には荷主を対象に空港外の日本通運
株式会社の施設見学も行われました。

（JAFA-BIAC 共同研究会）

2022年度 成田地区貨物施設見学会開催



JAFAセミナー 貨物利用運送事業の概要及び現状について
9 月 29 日（木）、JAFAセミナールーム

に国土交通省物流産業室国際複合物流
企画調整官・澤本様をお招きし、貨物利
用運送事業の概要及び現状についてのセ
ミナーを開催しました。

セミナールーム 24 名、オンライン参加

152 名の多くの方 ご々参加をいただき、当
業界においては、欠かすことのできない「貨
物利用運送事業における主な遵守事項」
については熱心に講義を聴講する参加者
の皆様が印象的でした。

（政策委員会）

FIATA WC（世界大会）は、例年 9
月から10 月にかけて開催される FIATA
の恒例イベントで、毎回、物流・輸送・
貨物業界から1,000 〜 1,500 名の参加者
と他のセクターからのオブザーバー、およ
び多くの機関参加者が集まります。

このように FIATA WC は国際的なイ
ベントであり、政府および非政府組織と
の交流も提供しており、著名な講演者や
政策問題の議論は、イベントプログラム
の重要な要素となっています。

本年は、9 月 12 〜 16 日の間、韓国・
釜山において開催されました。当初、釜
山での開催は 2020 年秋に予定されてい
ましたが、コロナ禍のために 2 年間延期
されていたもので、2019 年ケープタウン
での世界大会から 3 年ぶりの開催となり
ました。

今回は 73 の国・地域から1,350 名が
参集しての会議開催となりましたが、オン
ラインでの参加も認められる形式となりま
した。

わが国及び韓国での「感染第 7 波」
の状況等に鑑み、当協会からは国際交
流委員が関係委員会にオンラインで出席
しました。

今回の総会では、関係委員会毎に
FIATA 発行の複合運送証券（FBL）電
子化（eFBL）普及を目指す取り組みや、
海上輸送分野における公正な競争環境、
貿易円滑化協定の施行その他のトピック
スについて、FIATA 事務局が用意した
スライド資料を基礎にそれぞれの状況報
告及び今後の優先すべき取り組み課題に

ついて審議が進められました。
特に当協会に関連する航空貨物分野を

扱う航空輸送委員会 =AFI（Airfreight 
Institute）における主な論点の審議の模
様は以下のとおりでした。
● �EU ICS2（Import Control System2）
（詳細はec.europa.eu/ICS2）について

・EU（ノルウエー、スイスを含む）へ輸
送される貨物につき事前に保安・安全
に関する情報の送付を求める EU 税関
のリスクマネジメントの枠組みで、航空
貨物一般には 2023 年 3 月 1 日から施
行される。
・EU 域外のフォワーダーは、EU 向け
貨物搭載前に航空会社を通じ又は自ら
データを ICS2 のシステムにおける ENS

（Entry　Summary　Declaration） を
通じ、EU 加盟国の税関当局に送ること
を求められることとなる。
・送付を要するデータには、事業者情報、
貨物情報（HS コード、内容、重要、包装、
コンテナ、シール等）、輸送手段・輸送ルー
ト等が含まれる。尚、実施に先立ちシ
ステムの適合性テスト（Comformance 
tests）が 2022 年 9 月 1 日から開始さ
れる。また、AFI のタスクフォースが、
FIATA 会員への対応の検討のための
サーベイを実施する。
● �ICAO-FIATA危険物教育プログラム
について

・FIATA の ICAO に対する契約上の
義務を履行する上での適正手続を担保
するため、多くの訓練センターが新協定
を締結した。

・新協定の下では従来のカテゴリー 3 〜
5 に限定されていた教育訓練コースが、
カテゴリー 6 を新たに含むこととなる。
● �IATAのOne-Recordイニシアチブ
について

・IATA は航空貨物のサプライチェーン
に係るデータの共有・交換を 2026 年 1
月1 日より標準化されたプロトコルで行
いたいとしており、2023 年 4 月よりフォ
ワーダーとも協議を開始したい意向であ
る。
・FIATA としては、データのプライバ
シー、信頼性を極力保ち、他のサプ
ライチェーンパートナーとの関係でフォ
ワーダーの独立性を維持する観点から、
IATA への直接接続を希望しないフォ
ワーダーのため、FIATA が IATA と
接続した One-Record サーバーとして機
能することもあり得るとのこと。

今後の FIATA WC（世界大会）の開
催地については、2023 年大会はブラッセ
ル（ベルギー）で、2024 年大会はパナマ
で開催することが既に決定されていまし
たが、今般、2025 年大会をハノイ（ベト
ナム）で開催することが決定されました。

（国際交流委員会）

2022 年 9 月 12 ～ 16 日、
FIATA World Congress（世界大会）開催
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国内航空貨物危険物講習会を、2022 年
10 月14 日に WEB および JAFAセミナー
ルームにおいて開催しました。昨年に引き
続きWEBも併用して開催としたことから、
全国各地から多くの方の参加が可能となり、
今回は 400 名の参加となりました。

外部講師として国土交通省航空局の担
当官、ならびに日本航空株式会社の担当
者をお迎えし、航空危険物に関わる関係
法令、事業者の教育訓練、航空危険物の
基本知識、無申告危険物の発見事例や撲
滅に向けた取り組みなど、講師の方々の専

門的な知見と動画等の資料を交えながら
分かりやすく解説いただきました。

また、JAFA 危険物インストラクターに
よる講義では、危険物規則の解説と国内
航空貨物で危険物としての取扱いが特に
多いリチウム電池とドライアイスにスポット
を当てた内容で今回初めて開催しました。

当委員会では、今後も航空危険物の適
切な取扱いに関する知識の習得や教育、
キャンペーン等の啓蒙活動について、継続
した取組みを実施してまいります。

今回と同様の講習会の開催を 2023 年 2

月10 日にも計画しておりますので、会員の
皆様には積極的に講習会に参加いただき、
安全・安心な航空輸送の維持のため日々
の業務に活かしていただければ幸いです。

（国内業務・教育委員会）

当協会は、平成 4 年 6月に財務省関税
局との間において「密輸防止に関する覚書」
を締結しています。この覚書によれば、税
関側は当協会に対して、会員に対する密輸
防止等に係る啓蒙活動に関する支援を行
い、業界側は、会員の密輸防止等に対する
意識の向上を図るとともに、不正薬物・銃
器・金地金等の密輸に関連すると思われる
不審な貨物・人物を発見した場合には速や

かに税関へ通報するよう会員に対する指導
に努めることとなっております。当協会では、
財務省作成のポスター、パンフレットを会
員に配布するとともに、今年度は 3 年ぶり
に東京税関から講師をお招きし、講演会を
開催しました。参加された皆様は、最近の
密輸動向等の説明に熱心に耳を傾けてい
ました。

（通関部会）

2022 年 10 月19 〜 20 日の間、国際教
育委員会主催の秋期国際航空貨物基礎講
習会を開催いたしました。

本年も、より国際航空貨物に関する知識、
理解を深めてもらうよう春（5月）と秋（10月）
の 2 回に分け開催し、10 月19日は、会場
で27名、オンラインで170 名。10月20日は、
会場 28 名、オンラインで 65 名の合計 290
名と多くの方に参加いただきました。

講義は、下記 6 つのテーマに沿って、損
保ジャパン様・JAFA 各委員会・JAFA 講

師が担当し、1コマ 60 分の講義を行い、
特に、通関業務と危険物取扱いにつきまし
ては、春の講習会に引き続き実務編として
開講いたしました。

参加された皆様にはアンケートへの回答
をお願いし、来年以降皆
様のアンケートを参考によ
り充実した内容で開催でき
るよう準備を行ってまいり
ます。

（国際教育委員会）

国内航空貨物危険物講習会を開催

10月は、「社会悪物品等密輸防止キャンペーン月間」です

2022 年秋期国際航空貨物基礎講習会開催

テーマ 講師
航空保安について 保安委員会
保険について 損保ジャパン様
国際運送約款について JAFA講師
国際宅配便について 国際宅配便業務委員会
輸出入通関業務（実務編） 通関業務委員会
危険物取扱いについて（実務編） JAFA講師

国際航空貨物基礎講習会の講義メニューおよび担当講師
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2022 年 7 月 22 〜 8 月 1 日 お よ び 9
月 22 〜 10 月 1 日まで行われました
IATA ディプロマ認定試験の結果をご
案内いたします。

尚、既報のとおり 2022 年 11 月の試
験を持ちまして、危険物コースのオン
ライン試験は終了となり、2023 年から
は IATA CBTA センターでの危険物取

扱教育訓練に移行となります。基礎コー
スにつきましては、従来通りオンライ
ン試験（OERS）※が実施されます。

（国際教育委員会）

2022年7月および9月セッション、
IATAディプロマ認定試験合格者数

2022年 7月認定試験結果

2022年 9月認定試験結果

※Online	Exam	with	Remote	Supervision

当協会は、8 月12 日、水野内閣府政策
統括官（沖縄政策担当）及び玉城沖縄県
知事に対し、県外に航空輸送される沖縄
産農林水産物の出荷事業者に対する支援
の充実等を求め、要請書を提出致しまし
た。

農林水産物条件不利性解消事業補助
金の単価改定が令和 4 年度に行われた
影響により、航空輸送を利用したコールド
チェーンにより県外出荷を行う事業者負担
の増加や、出荷量の減少が生じうること
が懸念されます。

沖縄振興施策としての本件制度内容の
決定が、一義的には県の政策判断に委ね

られるべきものと理解致しておりますが、
国内航空物流における沖縄路線の重要性
と、今般の単価改定が地元の関係業界に

与える影響に鑑みまして、本件要請を行い
ました。

（国内業務・教育委員会）

沖縄振興特別推進交付金に関する
要請を発出

個別品目の対象区分
令和4年度 令和3年度

（輸送方法の区別なく） 航空輸送 船舶輸送

青果物 37 60 20

花卉 33 80 35

畜産物 5 60 20

鮮魚等 50 80 20

モズク 5 80 10

（参考）沖縄本島より本土に出荷する農林水産物に係る
キロ当たり補助限度額の対前年度比較（県資料より当協会作成）

（単位：円）
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オプテックエクスプレス株式会社（正会員）
［代表者］ 代表取締役社長　木村 勇貴
［本　社］  東京都港区新橋2丁目 10-5 新橋原ビル 3F
［事業所］ 東京・成田・大阪・中国・香港・ベトナム・アメリカ・イギリス・メキシコ
［事業内容］ 第二種貨物利用運送事業（国際航空・国際外航）、通関業、貨物軽自動車運送事業、他

弊社は日本国内数少ない緊急貨物
をメインに取扱う専門チームです。
24 時間体制で常にスタッフが常駐し、
週末や時間などでも通関や航空貨物
の手配を行います。特に中国エリア
は弊社の強みで、日系では緊急輸送

サービスを行っている唯一の企業と
して圧倒的な信頼と案件数がありま
す。中国支店も同様に約40名のスタッ
フが在籍し、うち半分は日本語が使
えます。

最後に、弊社はソリューションプ

ロバイダーです。物流をマクロな視
点で捉え、どの輸送方法がお客さま
にとって最適なのかを常に考え一般
的な輸送方法とは少し違う弊社独自
のユニークな輸送提案を心がけてお
ります。

センコー・フォワーディング株式会社（正会員）
［代表者］ 代表取締役社長　高橋 健二
［本　社］  東京都江東区潮見二丁目8番10号 潮見SIFビル3F
［TEL］ 03-6862-7102 ［URL］ https://senko-forwarding.co.jp/
［事業内容］海上フォワーディング、航空フォワーディング、通関、ドレージ、その他

センコー・フォワーディング株式
会社は、センコーグループホールディ
ングスの企業ミッション「Moving 
Global　物流を超える、世界を動か
す、ビジネスを変える」を要として、
国際環境の変化に機微に即応できる
国際海上・国際航空フォワーディン
グ事業と国内における質の高い通関
事業を武器に、更なるグローバルネッ

トワーク構築を目指して 2020 年 4 月
1 日にセンコー株式会社より独立し、
設立致しました。

昨今の不確実性が高い時代におい
ては、既存のビジネスの構図を変革
する大きなチャンスと捉え、積極的
に新しい仕組み、新たなビジネスの
創造にチャレンジします。

高い専門性とセンコーグループ国

内外拠点を最大限に活かした最適な
国際一貫物流サービスの実現のため、

「日本と海外」「海外と海外」「お客様
とお客様」を＜繋ぐ＞をキーワード
に真の『グルーバルネットワーク企
業』を目指して、自らが「変革」・「創造」
そして「有言実行」できる『心から
喜ばれる会社』へ努めて参ります。

学校法人KBC学園　専修学校インターナショナルリゾートカレッジ（賛助会員）
［法人名］ 学校法人KBC学園
［法人代表］ 理事長　大城 圭永
［学校名］ 専修学校インターナショナルリゾートカレッジ
［住　所］  〒901-0155 沖縄県那覇市金城5-8-6
［電　話］ 098-857-9337　　　　　　　［FAX］ 098-858-3825
［URL］ https://www.irc.ac.jp　　　［事業内容］  専門学校事業

学校法人 KBC 学園は、7 校の専門
学校と 1 校の高等課程を運営する教
育機関です。KBC 学園創立者の思い
である「自利利他」の精神に基づき、
職員全員が常にその思いを意識し、
学生の成長のために日々精進し、「高
度な技能、技術を身につけ、人間性
豊かな永久戦力となる人財を育成し
ます。」を教育理念として、各業界で
永久的に活躍できる人財を輩出する

使命を担っております。
専修学校インターナショナルリ

ゾートカレッジ（IRC）は、2022 年 4
月に、開校 29 年目を迎え、航空及び
物流・ホテル・ブライダル業界にお
いて、多くの卒業生が活躍しており
ます。

設置学科の一つである「エアポー
トビジネス科」においては、空港グ
ランドハンドリング業務、通関・貿

易等の国際貨物取扱業務等、これか
らの物流業界を支える重要な役割を
背負って立つ学生たちの、国家試験
対策等を含む学習指導及び就職指導
等を行っております。

今回の賛助会員として入会させて
いただくことを機に、国際物流業界
について視野を広げ、国際的に活躍
できる人財を育成するため、より一
層の努力を行って参ります。
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 7月 8日 通関業務・情報（合同）委員会  2022年度国際基礎講習会関連・
「社会悪物品等の密輸防止キャンペーン」の取り組み関連

  11日 国際宅配便業務委員会 観光庁との意見交換
  12日 国際教育委員会・国際業務委員会 CBTAに関する説明会（オンライン開催）
  12日 国際交流委員会 FIATA WC参加について
  15日 広報委員会 正副委員長互選、JAFAニュース123号編集会議
  20日 国際宅配便業務委員会 正副委員長互選、免税品の海外直送制度について
  22~31日 国際教育委員会 7月期IATAディプロマ試験開催
  25日 国際業務委員会 正副委員長互選、国際物流における情報共有化会合について
  25日 国際教育委員会  正副委員長互選、秋期基礎講習会・IATAディプロマ試験料改定について
  28日 保安委員会 正副委員長互選、2022年度航空保安教育訓練開催について
  29日 国内業務・教育委員会  正副委員長互選、国内航空貨物危険物講習会の準備、

動画教材制作の進捗確認
  29日 広報委員会  JAFAニュース123号発行
 8月 2日 政策委員会  今後の委員会構成について、

JAFAセミナー（SAF燃料）の振り返り
  3日 国際交流委員会 正副委員長互選、FIATA WC参加について
  4日 JAFA-BIAC共同研究会  正副委員長互選、第30回危険物実務講習会の振り返り、

成田貨物地区施設見学会、2023年賀詞交歓会について
8月22~9月2日 国際教育委員会 9月期IATAディプロマ試験対策事前講習会開催（東京・大阪）
  30日 国際教育委員会 IATA CBTA評価審査
  31日 国内業務・教育委員会  国内航空貨物危険物講習会の準備、国内航空貨物基礎講習会

（秋期講習）の準備、動画教材制作の進捗確認
 9月 5日 通関業務・情報（合同）委員会  正副委員長の就任、国際航空貨物基礎講習会（秋期）、

「社会悪物品等の密輸防止キャンペーン」進捗
  6日 JAFA-BIAC共同研究会  成田貨物地区施設見学会について
  8日 政策委員会  JAFAセミナー「貨物利用運送事業」についての確認、今後の

JAFAセミナーの開催案の討議
  12日~15日 国際交流委員会 2022年FIATA WC（@韓国・釜山）オンライン参加
  14日 保安委員会 2022年度航空保安教育訓練について
  20日 国際宅配便業務委員会 2022年度委員会活動（梱包改善）について
  21日 広報委員会  JAFAニュース124号の掲載記事案について、

JAFAホームページの今後の在り方について
  22日 国際業務委員会 デジタル化推進について、ICS2について
  26日 国際教育委員会 秋期国際基礎講習会について、IATA CBTAセンターについて
  29日 政策委員会  JAFAセミナー「貨物利用運送事業の概要及び現状について」

を開催

お詫び
JAFA ニュース 123 号に掲載の「新役員　就任挨拶」文中、中鼻様の「会社名」に誤りがありました。お詫び申し上げ、

訂正させていただきます。
誤）ケイヒン㈱　正）ケイヒン航空㈱

	 第 124 号（6）	 JAFA ニュース




